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ルフ・エフィカシー  (SE) に着眼した種々の検討を行った．  
 
第 1 章 高齢者における運動とセルフ・エフィカシーに関する研究の動向と課題 
 運動は高齢者の心身に多大な恩恵をもたらすものであり，一次予防的観点からも，
彼らの運動実践を支援することは大きな意味を持つ．高齢者の運動を促進する試みは
これまでに数多く行われており，特に SE は重要な認知的概念の 1 つとして扱われて
きた．しかし，我が国においては，①高齢者における運動 SE および 4 つの主要な情
報源を測定するために十分な信頼性および妥当性を有した尺度が存在しないこと，②







第 2 章 本研究における目的と意義 




た運動 SE の強化介入を実施し，その効果を検討すること，である．  
 
第 3 章 高齢者の運動セルフ・エフィカシーに関連する尺度の開発（研究Ⅰ） 
 本章では，高齢者の運動 SE に関連する尺度の開発を行った．研究Ⅰ -1 では，岡  
(2003) が開発した運動 SE 尺度の高齢者への適用可能性について検討した．Cronbach
の α 係数により内的整合性を確認した結果，高い信頼性が得られた．妥当性について
は，因子的妥当性，構成概念妥当性，および多母集団同時分析による交差妥当性を検
討し，その妥当性が確認された．研究Ⅰ -2 では，高齢者における運動 SE 情報源尺度  




第 4 章 高齢者の運動セルフ・エフィカシー情報源における関連要因の検討（研究Ⅱ） 
本章では，研究Ⅰ-2 において開発した SEES を用い，高齢者の運動 SE 情報源に関連する
諸変数の検討を行った．研究Ⅱ-1 では，運動 SE の各情報源と運動変容ステージとの関連に
ついて検討を行った．その結果，いずれの情報源得点もステージの進行とともに漸増する傾向
を示すことが明らかとなった．研究Ⅱ-2 では，運動 SE 情報源における関連パターンを明らかに
するために，Ward 法クラスタ分析によるパターンの分類を試みた．その結果，運動 SE 情報源
における関連パターンは，①全情報源充足型，②全情報源不足型，③自己関連情報源充足
型，④代理的体験充足型，および⑤言語的説得充足型，の 5 つに分類されることが示唆され，




第 5 章 高齢者の長期的運動継続およびその恩恵に果たすセルフ・エフィカシーの役割 
（研究Ⅲ） 







者と比較して運動 SE が有意に高かった．研究Ⅲ -2 では，定期的な運動実践と健康関





第 6 章 高齢者の運動セルフ・エフィカシー情報源における縦断的検討（研究Ⅳ） 
 本章では，高齢者の運動 SE およびその情報源における縦断的研究および介入研究
を行った．研究Ⅳ -1 では，運動教室へ通う高齢者を対象として，その継続的参加に伴













第 7 章 総合的考察 
 本研究では，高齢者の運動 SE およびその情報源を測定する質問紙を開発し，諸変数との
関連や運動の長期的継続に伴う運動 SE の役割を明らかにした．さらに，これらの基礎研究の
知見に基づき，運動 SE の向上を意図したニューズレターによる介入研究を実施した結果，そ
の有効性が示唆された．今後は，運動 SE の各情報源における明確な区分を示すことや，本
研究で対象とした以外の情報源の影響を検討することなどが望まれる． 
 
